
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
通
知
が
一
斉
に
届

き
「
高
す
ぎ
る
」
の
声
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
の
今
年
度
予
算
は
、
介
護
保
険
料

を
値
上
げ
し
な
い
で
も
十
分
ま
か
な
え
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
中
で
も
、
値
上
げ
が

強
行
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
の
お
金
が
余
る
こ

と
、
そ
の
分
を
区
の
一
般
財
源
に
戻
す
と
区

は
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ

で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？

少
し
で
も

負
担
を
減
ら

す
た
め
介
護

保
険
料
の
軽
減
制
度
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
し
な
い
と
安
く
な
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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「９月から介護保険料が毎月１５０

０円上がるのは年金が減っている中

痛い」（６５歳男性）

「私は介護保険なんて使えなくてよ

いので払いたくない」(６５歳）

―区民アンケートの回答より―

こんなに上がった！
第３段階（世帯全員が住民税非課税）の場
合でも年金から毎回天引きされる平均額

Ｈ21～23年 ３２８０円
↓

Ｈ24～26年 ４１８０円

介護保険料の通知書をご覧ください。
あなたの保険料年額は？

●第１段階（年額３２７６０円）

⇒第１段階Ｂ階層（年額１６６８０円）に

●第２段階（年額３８８８０円）

⇒第２段階Ｂ階層（年額２０６４０円）に

●特例第３段階（年額４３５６０円）

⇒特例第３段階Ｂ階層（年額３８８８０円）

⇒特例第３段階Ｃ階層（年額２０６４０円）に

●第３段階（年額５０１６０円）

⇒第３段階Ｂ階層（年額４３５６０円）

⇒または第３段階Ｃ階層（年額４３５６０円）に

★対象者
①２４年度区民税非課税世帯

②区民税課税者に扶養されていない（税法上の扶養家族になっ

ていない）

③介護保険料を滞納していない

④世帯の２３年中の年間収入の合計額と、預貯金の合計額それ

ぞれが基準以下であること

★申請期間 ８月３１日まで
※９月以降に申請すると申請月からの対象となるのでお早めに！

「昨年より６０５２円上がった」（70歳女性）

「３万円上がった。年を重ねて病院に行く回数が多くなって支

出が多いのに、その上年金は減り、介護保険は２倍位上ってし

まって生活が成り立たなくなるのではと心配で夜も眠れないで

いる。何を減らして生活すれば良いのかと思う。結局食費を減

らし体をこわし悪循環だと思う」（６６歳女性）

８月７日～1０日
足立区役所１階アトリウム

●展示パネル「ヒロシマ･ナ

ガサキ原爆と人間」ほか、

ビデオ上映・足立区の被爆

者の証言ビデオ、「人間をかえせ」「予言」

「はだしのゲン」「黒い雨」など

主催・足立区原爆被爆者の会、足立区、足立

区教育委員会

日
本
共
産
党
足
立

区
議
団
が
緊
急
申

し
入
れ

党
区
議
団
は
7
月
12
日
、

針
谷
区
議
団
長
と
伊
藤
区
議

が
緊
急
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
内
容
は
陸
上
自
衛
隊

が
16
、
17
日
に
首
都
直
下
地

震
発
生
時
の
訓
練
を
名
目
に
、

迷
彩
服
を
着
た
隊
員
が
初
め

て
23
区
の
一
部
区
役
所
に
宿

泊
す
る
問
題
で
足
立
区
長
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

自
衛
隊

の
災
害
出

動
は
関
係

自
治
体
が

要
請
し
て

行
う
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

法
的
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
区

民
の
日
常
生
活
に
重
大
な
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
リ

「
訓
練
」
の
中
止
を
自
衛
隊

に
求
め
る
こ
と
。
区
役
所

（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
の
宿
泊

は
拒
否
す
る
こ
と
。
し
か
し

足
立
区
は
区
議
団
の
要
請
に

背
を
向
け
て
隊
員
の
区
役
所

宿
泊
を
容
認
す
る
区
の
姿
勢

に
再
度
抗
議
し
ま
し
た
。

元
自
衛
隊
幹
部
は
「
根
幹

は
軍
事
作
戦
」
と
指
摘
し
、

練
馬
区
で
は
隊
員
の
宿
泊
に

伴
う
区
の
支
出
が
地
方
財
政

法
に
反
す
る
と
区
民
に
よ
る

監
査
請
求
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
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区民アンケートの声・声・声
●「安全性がないのに動かす意味が分からない。他のエ

ネルギー資源を考えるべき。福島はまだ大変な状態なの

に、動かすのが信じられません」 （42歳女性）

●「福島の現状を考えたら、もっとベストを尽くして、

この国で平和に安全に安心して暮らしていける方法を望

みたい」（60歳女性）

●「あまりにも電気に頼っている。もっとエコライフの

生活をする事が必要」（80歳女性）

●「福島原発のト

ラブルが今でも続

いています。しか

し野田という名の

政治屋さんは昨年

暮れに終息宣言を

出しました。厚顔

無恥。言葉もあり

ません。経済効果

を第一に考え、日本のような火山列島の上

に原発のような危険なものを造った自民党

政権とそれに気付かなかった国民。今となっ

てはもう後戻りはできません。原発が廃止

されるのを祈るのみです。」（60歳男性）

●「飲食物の放射能汚染が心配です。今年

の３月までは高濃度の汚染食品が大手を振っ

て流通していたのです。４月から規制が厳

しくなったといいますが政府の言うことは、

まったく信用できません。果物・野菜・肉・

魚etcなども同じです。輸入品の農薬の過剰

使用と国産品の放射能汚染のどちらのリス

クが健康と安全なのか。毎日生きた心地が

しません。」（37歳女性）

●「原発は昔から疑問を感じていました。

やむを得ない理由や、それなりの利点を認

めたとしても、再稼働の判断は拙速すぎる。

そら恐ろしいものを感じます」（48歳男性）

足
立
区
立
千
寿
第
五
小
学
校
（
児
童
数
三
二
七
人
）

の
保
護
者
と
周
辺
住
民
ら
64
人
が
10
日
、
区
や
建
築

業
者
に
学
校
の
統
廃
合
計
画
に
基
づ
く
臨
時
校
舎
建

築
や
プ
ー
ル
解
体
工
事
の
禁
止
を
求
め
る
仮
処
分
を
、

東
京
地
裁
に
申
し
立
て
ま
し
た
。

申
立
書
に
よ
る
と
、
区
は
千
寿
第
五
小
と
約
三
百

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
五
反
野
小
（
児
童
数
四

二
二
人
）
を
来
年
４
月
に
統
合
。
五
反
野

小
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
二
〇
一
五
年
四

月
ま
で
、
千
寿
第
五
小
の
校
庭
に
あ
る
プ
ー

ル
を
解
体
し
て
プ
レ
ハ
ブ
の
臨
時
校
舎
を

増
設
し
、
両
校
児
童
が
一
緒
に
利
用
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
側
は
千
寿
第
五
小
の
児
童
数
は

増
加
傾
向
で
、
少
人
数
校
を
対
象
と
し
た

統
廃
合
の
必
要
が
な
い
と
指
摘
。
新
校
舎

完
成
ま
で
両
校
の
児
童
約
七
五
〇
人
が
国

の
基
準
を
大
き
く
下
回
る
広
さ
の
校
庭
を

利
用
す
る
こ
と
は
教
育
環
境
と
し
て
悪
く
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
災
害
時
の
避
難
場

所
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

区
教
委
は
、
裁
判
所
の
決
定
を
待
た
ず
し
て
解
体

工
事
を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
18
日
、
日
本
共
産

党
は
地
元
の
浅
子
議
員
ら
と
共
に
教
育
長
に
緊
急
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

※
解
説
ー
区
教
委
は
21
年
７
月
に
策
定
し
た
足
立
区

学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置

計
画
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
も
と
づ

い
て
、
学
校
統

廃
合
を
強
引
に

強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
っ
て

も
い
な
い
学
校

を
無
理
や
り
統

合
す
る
こ
と
が

問
わ
れ
て
い
ま

す
。

千五小は国道４号線に面しており、大震災

時には帰宅困難者を受け入れた学校です。

2012.年７月16日

７
月
16
日
、
大
江
健
三
郎
、
坂
本
龍
一
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
ら
著
名
９
名
の
呼
び
か
け
に
よ

る
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
10
万
人
集
会
」
が
行
わ
れ
、
歴
史
的
な
集
会
に
私
・
伊
藤
も
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
若
者
や
子
育
て
世
代
の
家
族
が
沢
山
参
加
。
炎
天
下
の
な
か
１
時
半
に
ス
タ
ー

ト
し
た
パ
レ
ー
ド
は
人
の
波
が
長
く
続
き
代
々
木
公
園
か
ら
渋
谷
・
新
宿
へ
と
、
夜
ま
で
首
都

東
京
の
街
は
「
原
発
Ｎ
Ｏ
！
」
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
区
議
団
・

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
「
原
発
・
放
射
能
に
関
す
る
」
声
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。


